
大学生と議員の座談会の開催結果について（概要報告） 

 

    令 和 ４年 １ ２月 ２ ２日  

京 都 府 議 会 事 務 局 

    吉 田 広 報 ・国 際 室 長  

   (075-４１４－５５２２) 

 

 大学生と議員の座談会の開催結果について、下記のとおり報告いたします。 

 

記 

 

１ 日    時   令和４年１２月６日（火） 午後 4時 30分～６時 

２ 開催場所    福知山公立大学 会議室 

３ 参 加 者    大学生：福知山公立大学地域経営学部 ３回生 ６名 

                議  員：広報広聴会議委員 ５名 

４ 意見交換の概要 

（テーマ１）ゼミ等での活動を通じて感じた京都府の課題 

【大学生】 ► 京都府北部に住んでみて、人口、行政、観光の中心が京都市に集中し

ていると感じる。例えば副知事の一人が北部に常駐してもいいのでは。 

 ► 府内市町村でも財政状況の格差がある。財政的な格差を是正するアイ

ディアはあるのか。 

【議  員】 ► 他都市に比べて京都市の人口割合が高く、京都市に機能が集中して

いることはある意味仕方がないとは思うが、議会としても、均衡ある発展

は大事なことと認識している。そうした中でも関係人口を増やすというこ

とは非常に大切なこと。 

 ► 財政問題は広い目で見ていく必要があるが、地方交付税など脆弱なと

ころにはもう少しサポートが必要かもしれない。 

  

（テーマ２）府議会や政治に関心を持つには 

【大学生】 ► 大学生はテレビを持たずインターネットが中心。年齢層によってメディア

が違うためすべての世代に伝わることは難しいが、例えば放送を編集

し、議員やコメンテーターが解説をつけて番組として流したりしてはどう

か。 

 ► 自分が政策や政治に関心を持ったきっかけは小学校時代に国会議事

堂を見学にいったことがきっかけ。議会に関心を持ってもらうために、例

えば議員と直接話ができる機会を作ってはどうか。 

【議  員】 ► 議会側から、ＳＮＳなどで情報を得る人たちにどう発信するのかなど、今

後の広報について考えていかなければならない。 

 ► 若いうちから政治に関心を持つのは難しいかもしれないが、社会と関わ 

っていく中でさまざまな問題を認識することにより、改めて政治に関心を 

持ってもらえればと思っている。 



 

５ 広報での活用 

・テレビ広報番組：ようこそ京都府議会（ＫＢＳ京都） 

 （令和５年１月 10日（火）、11日（水） 各日 12:55～13:00 

・広報紙：京都府議会だより２月号（令和５年２月１日発行） 

 

６ 当日の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


